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編集後記

【 編集後記 】

今回の熱測定は，論文1件，学会賞受賞研究を含めた3件の解説と1件のノートを掲載しており，通常より少ない記事数で

の発刊となりました。これは，先の東日本大震災で執筆者の一名が影響を受けられ，脱稿遅延の申し出を頂いたためです。震

災発生から3カ月となりますが，その影響が直接的，間接的に続いており，様々な制約の中で，学会員，学会関係者も過ごし

ていることと改めて思っています。熱工学を専門とする機械系の研究者としては，今夏の電力不足問題の目途も立たない状態

に，自身の研究が社会で役立っているのかと自問する機会も増えました。学会員の方々も，科学技術と社会の関係も含め，研

究や教育，分析，評価業務等の意義，役割などを再考する機会を持たれたことと思います。

今号の記事に目を向けると，テフロン樹脂等として利用しているフッ素化共重合体の結晶化挙動と造核剤添加効果（論文）

では，高性能な材料設計にナノ，ミクロの視点と熱分析の視点が活用される様子が興味深く，温度変調DSCの特徴と面白さ

が解説された学会賞解説記事では，遅い動的過程の計測など，新しい熱分析装置が物質から新たな情報を取り出す重要なツー

ルとなることが分かります。非晶質固体分散体の表面の構造緩和を利用して薬の溶出速度の評価につなげる解説では，効き目

の高い医薬品開発には高度な物質輸送操作が必要であり，バルクに比べ難しい粉体表面の分析が有効なことを教えています。

核融合の中核技術としてのトリチウム生成物質の設計・評価の解説は，夢のエネルギーの実現に近づく着実な技術開発と位置

付けられますが，原子炉事故の影響が広がる現在では，日本熱測定学会もエネルギー利用の在り方に関連し，軽くない責任を

背負い，果たせる役割をしっかり果たす必要があることを感じました。

（中別府 修）
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